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問い合わせ　観光文化課　☎24・8039

あなたの町のスポーツ推進委員

繋がりの形

芦城校下
稚松校下
安宅校下
犬丸校下
荒屋校下
第一校下
苗代校下
蓮代寺校下
向本折校下
今江校下
串校下
日末校下
符津校下
粟津校下
木場校下
矢田野校下
月津校下
那谷校下

相河　一美
新井　　孝
加藤　栄秀
岡田由紀子
中田　敦夫
坪田　豊和
齊官　重治
築田　正樹
山谷　宏哉
余助　英一
中村　潤哉
西野　満治
畑中　豊和
永野きよみ
髙　　克尚
橋本　賢司
中田　利彦
坂井　隆敏

国府校下
中海校下
金野校下
西尾校下
波佐谷校下
東陵校下
能美校下

山﨑　文裕
面　　栄史
釣川　智啓
竹田　広樹
檜山　大史
面　　浩司
伊藤　慶太
多井　英一
小田　直人
沖谷久美子
松下　裕子
和泉　恵子
山岸　　徹
酒井　康光
永田　博幸
山口　智基
北村　敏博

市推薦

　スポーツ推進委員は、地域住民のスポーツ活動を推進するために、親子レクリエー
ションや町内行事などでニュースポーツの指導などを行っています。ぜひお気軽にお
声がけください。

●校下対抗カローリング大会
　9月4日（土）、義経アリーナ（末広体育館）
●校下対抗ペタンク大会
  ［市スポーツフェスティバルと同時開催］
　11月20日（土）、こまつドーム

　市民の皆さんがニュースポーツを
気軽に楽しむことができるよう、35
人で活動しています。市には様々な
ニュースポーツの道具がありますの
で、一度体験してみませんか。

小松市スポーツ推進委員を紹介します
Fight!

令和3年度主催事業

※感染症の影響により、大会が中止となる場合があります。

問い合わせ
【用具の貸出について】 スポーツ協会　　☎23・5961
【委員の派遣について】 スポーツ育成課　☎24・8139

　「食育」とは、「食」を通じて心と身
体の健康を養い、人とふれあい、自
然の恵みに感謝する気持ちを育て、
地域に伝わる食文化を伝えながら、
豊かな人と地域を「育む」ものです。
　食育月間をきっかけに、食生活を
見直してみませんか？

大豆（水煮）
ベーコン
玉ねぎ
人参
キャベツ
じゃがいも
トマト
オリーブオイル
カレー粉
水
コンソメ
塩・コショウ

80グラム
2枚
1/2個
小1/2本
1枚
小1個
大1個
小さじ2
小さじ1
3カップ
小さじ2
少々

❶ベーコンと野菜を1㎝角に切る。
❷鍋にオリーブオイルを入れて熱し、
トマト以外の野菜とベーコンを炒
める。野菜がしんなりしたらカレー
粉を加え、更に炒める。
❸カレー粉が全体になじんだら、大
豆、トマト、水を加えて煮立てる。
❹中火で10分程煮て、野菜が柔らか
くなったら、コンソメ、塩・コショ
ウで味を調える。

　温かい具だくさんのスープは、栄養
豊富で体が温まり、免疫力を上げる効
果が高い料理です。

　他にも「おうちごはんレシピ」や「こどもクッキング!保育園の食事人気メニュー」なども
市ホームページに掲載しています。ぜひご覧ください。

問い合わせ
いきいき健康課　☎24・8161
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　朝ごはんは1日を活動的にいきい
きと過ごすための大事なスイッチで
す。毎日食べましょう。

●脳・身体を目覚めさせ、朝から勉強
や仕事に集中できる。
●身体が温まり、基礎代謝が上がる。
●便秘の解消や肥満予防になる。

元気な一日は
朝ごはんから!

　何気なく食べている食べ物が多く
の人の苦労や努力に支えられている
ことを考え、「もったいない」という
意識を大切にしましょう。

●買い物の前に冷蔵庫の在庫をチェック
する。
●適切に保管し、賞味期限の短いものか
ら食べる。

食品ロスを減らそう!
　フレイルとは、加齢で活力が低下し、
疲れやすく家に閉じこもりがちになる
など虚弱の状態を指します。

　バランスの良い食事とたんぱく質
（肉、魚、大豆食品、卵など）を摂取して、
低栄養を防ぎましょう。

フレイルを予防しよう!

大豆入りトマトカレースープ

月は食育月間

材料・分量（4人分） 作り方

朝ごはんを食べると…

食品ロスを減らすひと工夫
食事でフレイル予防・改善
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国際交流員
　フイミンの
　　こまつ新発見

◀

① 母の日に作ったネモフィラの和菓子。
② 親に送った小松の食品など。③ 親から
届いたシンガポールのお菓子で一緒にビ
デオティータイム。④ 東南アジア料理の店
主はシンガポール人の私に、料理と共に
親しんだチリペーストを出してくれました。

　今の「密を避ける」という世界の中で、一番辛くなったのは「繋がり」ではないでしょうか。海外にいる家族や恋人
に会えなくなった方の話がしばしばニュースに出ていますし、皆さんも会いたいと思っていた海外の友達や、国内で

も遠くに住む家族や友人を恋しく思われているかもしれませんね。
　私も帰国できず、特に桜の時期に美しいものに恵まれているのに誰とも共有
できず、寂しさを強く感じました。しかし、最近気づきました。繋がりは弱く
なったわけではありません。むしろ、以前より積極的に繋げようと努力してい
るのではないかと。
　去年の母の日には、母が好きな花の形をした和菓子を作る姿をビデオ通信
で母に見せました。ふるさとの味を提供するお店を見つけ出して、シンガポー
ルに住んだ経験のある人と食事や思い出を交わすことで新しい絆を築きまし
た。また、共有したい風景や体験の瞬間を大切に写真に収めSNSに投稿したり、
実際に味わってもらいたい小松産の物を家族や友達に送ったりしています。
　コロナがなかったら、こんなに繋げることに努力しなかったかもしれません。
そして、いつか会えるようになったら、前よりもみんなと過ごせる一瞬一瞬を
大切にしたいと思います。繋がりはなくなったわけではなく、変化しただけで
す。皆さんも人と繋がり続けられるように願っています。
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旬の小松とまとで免疫力アップ!

市スポーツ推進委員会
会長　多井 英一さん

8


